
























































































































































































































































































過去 5 年間で 25％程度の増強と推測されている点である。現状では全部で












れていると思われる（Norris & Kristensen 2010：136）。 
中国の核戦力の内訳は（Norris & Kristensen 2010：136-138），陸上配置の
核弾頭搭載可能ミサイルは 130 基ほどあり，それぞれ東風（DF）3A 号，4
号，5A 号，21 号，31 号，31A 号と呼ばれている。現在はすべて単弾頭型で，
固定式の東風 5A 号を除いて道路移動式である。そのうち東風 31A 号は，固
形燃料を使用した三段階の ICBM である。ただし，東風 5A 号と比較して，
投射重量は軽い。東風5A号は液体燃料を使用した2段階式の ICBMである。
東風 5A はメガトン級の大型核弾頭も搭載可能で，射程は 13000km とされ，
米ロを主たる標的として配備されている。また，軽量の核弾頭ならば最大 3
個搭載可能であると推測されている。この推測は極めて重要で，中国は










射程は 12000Km なので，アメリカ本土すべてが範囲内に入る。 
この MIRV 化技術獲得の推測が正しいとすると，東風 5A 号では技術があ












年の段階では 19-23 個のミサイル数だったので，この 5 年間でなんと 4 倍に








ところで，東風 21 号の改良型である東風 21C 号は，核弾頭も通常弾頭も






















世界中で迅速な打撃能力（Prompt Global Strike Capability）を持つために，ト




























の SSBN は巨浪 2 号（JL-2）の発射管 12 管を持つと推測されているが，巨
浪 2 号は最終飛行試験段階で問題が生じたようで，まだ実戦配備はされてい
ない。また，MIRV 化はされておらず，単弾頭が基本であると見られる。2004
年に最初の晋級 SSBN 艦が進水したが(Norris & Kristensen 2010：137），2013






弱であると判断できる。SLBM 搭載の SSBN を海洋展開するならば，核兵
器を中国領土以外では配備しないという言明に反すると指摘できる（Norris 
& Kristensen 2010：137-138）。 
４．核政策・核戦略の特徴と三本柱 
1) 伝統的特徴 


































































メリカを標的とする場合は，もし仮に C4ISR（command, control, communica- 
tion, computer, intelligence, surveillance, and reconnasance）と言われる類の高度





































































































































































































































































(4) 防衛省防衛研究所編（平成 24(2012)年 12 月）『中国安全保障レポート




指令・指導」である。『海外事情』の 15 頁の注（3）。 




(7)［Norris & Kristensen 2010：136］および［Nair 2005］。後者によると，囮
3 個を持つ DF-31 の MIRV 化 ICBM の飛行実験を何回かしている。 
(8) 本稿では，確証報復という呼称がより適切であると論じるが，それまで
はより一般的な呼称である最小限抑止という用語を用いる。 
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